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3）開催県  

３  報  告  

1）平成 25 年度活動結果および平成 26 年度活動計画について  

2）国への要望「地域の抱える懸案事項」等について  

４  情報交換  

1）漁海況モニタリングに関するアンケート調査結果 について  

５  話題提供  

１）岐阜県における水産業と水産試験研究の現状について  

６  優秀研究業績全国水産試験場長会会長賞表彰式  

1）審査委員長経過報告・講評  

2）会長賞表彰式  

3）会長賞受賞記念講演  

「サワラの漁 況 予 測 技 術 の開 発 」 

新潟県水産海洋研究所  池田怜主任研究員  

（発表：片岡哲夫所長）  

「赤 潮 発 生 予 察 による漁 業 被 害 軽 減 への取 り組 み」  

大分県農林水産研究指導センター水産研究部  

宮村和良主任研究員  

「アユ異 型 細 胞 性 鰓 病 の被 害 軽 減 化 技 術 の開 発 」  

アユ異型細胞性鰓病の被害軽減化に関する研究グループ  

代表者  栃木県水産試験場  尾田紀夫水産研究部長  

７  閉  会  
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２ 挨 拶  

１）会  長  

あ  い  さ  つ  

全国水産試験場長会  

会長（ (地独)青森県産業技術センター 水産総合研究所長）天野  勝三  

青森県水産総合研究所の天野でございます。今年４月に藤井前会長

から会長を引き継いでおります。どうぞよろしくお願いします。  

会員の皆様にはお忙しいなか平成 26 年度全国水産試験場長会全国大

会にご出席いただきありがとうございます。 また、ご公務が多忙のな

かにもかかわらず 、水産庁からは長谷増殖推進部長 様、水産総合研究

センターからは福田理事様、開催県の岐阜県からは農政部熊崎農業技

監様、その他多数のご来賓の皆様のご臨席を賜り誠にありがとうござ

います。皆様方には、日頃から全国水産試験場長会の活動に対してご

協力とご支援を賜り、心より厚くお礼を申し上げます。全国水産試験

場長会は、平成 23 年度に新たに生まれ変わり、その新たな活動の柱で

あるこの全国大会をここ岐阜県で４回目を迎えることが出来ました。

開催にあたって多大なご尽力をいただきました岐阜県水産研究所の森

所長様をはじめ関係者の皆様に心から感謝申し上げます。  

さて、場長会は会員間の連携と情報交換を行いつつ地方水試の現状、

課題などを国などに発信し、その効率的、効果的解決 を目指すととも

に、水産試験研究に対する国民の皆様方の理解を深めて いただくこと

により、地方水産 試験研究の持続的な発展を図り、水産業の振興に寄

与することを目的としております。近年の場長会の 重要な懸案の一つ

として皆様ご承知のように海洋観測体制の維持強化がございます。本

日の次第にもございますように海面部会長から先日来皆様にご 協力い

ただいたアンケート調査結果の 概要報告があります。この結果も一つ

の足掛かりにし つつ、国、水研センターそして我々地方水試が一体と

なって、課題解決を図っていく必要があると考えるところでございま

す。その他、東日本大震災 からの復興に係る諸問題や日本 全国各地に

甚大な被害をおよぼしつづけている 疾病の対策、様々な要因による生

産量減少への対策など非常に難しい 多くの課題があるなか、第一線に

立つ我々がその持っている 知見や技術力を生かしていくことが 強く求

められており、 地域の期待も大きくなってきていると 考えるところで

ございます。また、本大会で表彰される方々におかれましては誠にお
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めでとうございます。このような業績のように全国に発信 ・普及でき

る技術や情報を 今後も統一的に生み出していくためには、会員相互、

そして関係機関との連携など、本場長会の活動を 益々充実させること

が重要と考えているところでございます。  

最後に、いわゆる ＰＲ、広報の話でございます。皆 様年々の予算削

減にご苦労されていますが、これを減速させる又は少しでも押し返す

手段としての方法が重要と考えているところで あります。予算を付け

るのは各都道府県 においては財政でございまして 、その背後にはそれ

ぞれの都道府県民の皆さんがいらっしゃる。このような人たちに対し

て、水産試験研究の重要性を訴えて、理解してもらうことが求められ

ていると考えているところでございます。手前味噌ではございますが、

青森県の試験船 が更新時期を迎えて いた時に、対外的な露出を増やそ

うと考えて、プレスリリースとしてアカイカの調査 航海の出航式を実

施しましたところ、試験船の出航風景は、意外に絵になるらしく、3 年

連続して地元の新聞、テレビに取り上げて いただきました。その甲斐

もあって、何とか青森県では代 船建造にこぎつけたところです。皆様

もぜひ明るい話題を中心に 積極的にＰＲ されることが、遠回り かもし

れませんがいずれは実を結んでいくのではないか と考えているところ

です。参考に紹介させていただきました。  

本日は、1 年に 1 回の貴重な会議となります。ご参加の皆様方のご協

力により有意義な会となりますように祈念いたしましてあいさつに代

えさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。  

 

２）来  賓  

あ  い  さ  つ  

水産庁  

増殖推進部長  長谷  成人  

 皆さんこんにちは、ご紹介いただきました水産庁の長谷でございま

す。今、見渡しますと、長年色々な方面でお世話になった方が多数出

席されていて、うれしく思うところです 。日頃、ご出席の皆様方には

水産の試験研究に一方ならぬご努力、ご尽力を いただいており、お礼

を申し上げます。また、本日の開催県である岐阜県にも お礼を申し上

げます。  

あいさつとして、先ずは 時事関係の話をさせてもらいます。この秋
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には水産関係のいろんなニュースがありました。クジラに、マグロに、

ウナギに、今はサンゴ でございます。クジラはさて置き、 マグロにつ

きましては、この秋に いろいろ国際会議が行われております。ミナミ

マグロにつきましては資源管理の成果が出たことからＴＡＣ が増えて

おります。大西洋クロマグロにつきましては、 今週、ＩＣＣＡＴが開

催されておりますが、科学委員会に よる今年の資源量評価は良いと評

価されています。そして、いよいよ残るのは太平洋のクロマグロです。

対策として、２００２年－２００４年を基準年とし、ヨコワの漁獲量

を半減させるよう都道府県にご説明して ご協力をお願いしているとこ

ろです。これまでの遠洋の資源管理であれば遠洋漁船に 規制を守らせ

ることで対応できましたが、太平洋クロマグロの日本周辺 での漁獲は、

１万を超える曳き縄、釣り、定置網が 行われており 、今までの 資源管

理とは比でない次元の違う 難しい話であります。 特に、我が国におけ

る沿岸漁業の主軸となっている定置網漁業は、数量管理にそもそも相

性が悪いものと考えていますが、今回の クロマグロの資源管理 は、国

際機関の管理に つながるものであり 、難しいところもありますが、い

ろいろ皆様にご相談しながら取組んでいかなければなりません ので、

よろしくお願いします。  

 ウナギについては、２年間かけて 中国、台湾、韓国との協議 を行っ

てきました。普通の資源管理のように漁獲管理というわけに はいきま

せん。日本でも２万人近い人が シラスウナギの採捕に 着業し、中国で

も同様な状況にあります。しかし、 ワシントン条約 の付属書への掲載

を避けるためにも、何らかの取組が必要であり ます。この冬からシラ

スウナギの池入れの規制、管理に取組み、明日にも配分のガイドライ

ン、具体的な数字をお知らせする ことになってい ます。また、 内水面

漁業の振興法に基づき １２月１日までに養鰻業の 届出をしてもらいま

すが、間を置かずに大臣の許可制にもっていきたいと考えております。

これによって、 東アジア、日本の取組を示していこうと考えてい ると

ころです。  

サンゴについては、先週 衆議院の環境委員会に おいて宝石サンゴに

関し質問がございました。 今回は１００隻、２００隻という密漁です

ので、とりあえずの対応としては、現在の罰則、罰金が抑止力になっ

ていないとのことで、 新聞報道にありましたように、 罰金の増 額につ

いて法改正を進めているところです。  

時事関係以外では、会長のあいさつにもありました海洋モニタリン

グですが、予算が 縮小していることで皆さんにご心配をおかけしてお
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ります。我が国は、基礎的な、ルーティン的な予算が 付くという海洋

大国であればよいので すが、そうではありません。 時事ネタに絡め る

等により予算を確保しております。行政改革の一環で事業のレビュー

などを受けてい ますが、成果主義というか予算の切 り込みがきつい 状

況ではありますが、他省庁、関係機関との関係を築 きながらしのいで

いきたいと考えております。  

東日本大震災について は、発生から３年半がたちましたが、まだま

だ復興の道半ばであり 、克服すべき課題が多々あります。 復興に必要

な予算については、時間の経過とともに 世の中の見方が変わってくる

ことがあると思いますが、風化させることなく、しっかりと続けてやっ

ていきたいと考えていますので、よろしくお願いします。  

最後に、ご臨席の皆様のますますのご 健勝とご活躍 、この会議の成

功をお祈り申し上げまして、ご挨拶とさせていただきます。  

 

あ  い  さ  つ  

独立行政法人  水産総合研究センター  

理事（研究開発担当）  福田  雅明  

ご紹介いただきました水産総合研究センターの福田 です。この４月

から研究開発担当の理事になりましたので、どうぞよろしくお願い し

ます。  

本日は、全国水産試験場長会全国大会 にお招きいただきまして大変

ありがとうございます。日頃より水産総合研究センターの業務につき

ましては、ご理解、ご協力 を賜っており、この場をお借りしてお礼を

申し上げます。 また、全国水産試験場長会の活発な活動については 、

常に敬意を表するものであります。  

さて、我が国の水産業 について考えているところをお 話させてもら

います。現在、世界的に水産物の需要は 高まっておりますが、我が国

における水産業の活性化は進んでないという状況です。  

要因には、東日本大震災の影響、一部資源ですが天然資源から脱却

できない状況、漁船漁業に大きな影響を与えている 原油の高騰 、その

他にもいろいろな要因がございます。これらの 問題を打開し、いい方

向に持っていくために、皆様方と 一緒に仕事をしてきましたし、これ

からもしていきたいと思っております。  

東日本大震災に関しましては、沿岸生態系の調査、 サケマスの種卵

確保、放射能調査、更には、加工流通を含めた経済的な問題などにつ
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いて関係県の方々と一緒に仕事をさせてもらっています が、東日本大

震災についてはまだまだ復興というには遠い道のりがあ ります。これ

からも、なお一層のご協力をいただき一緒になって復興に向かって 頑

張っていきたいと考えております。 また、沿岸資源についても、水産

庁事業を中心にして皆様方と一緒に協力体制をとって 資源管理、資源

評価の精度向上、資源管理のより効果的な管理方策についての研究を

行っていただいております。また、 資源変動要因調査についても 、モ

ニタリングの重要性を含め、皆様方と議論し、解決に向けて努力して

いるところです。  

現在、世界的な食糧不足ということで養殖が注目され ており、水産

白書２５年版でも養殖を特集して いる状況にあります。現在、私ども

は、ウナギの種苗生産に向けての技術開発、 マグロにつきましては陸

上施設を準備しまして陸上での産卵 に今年成功しました。 このような

技術開発により、 養殖種苗 は天然資源に影響を与えない 、天然資源を

用いないようにする養殖の展開に取組んでいきたい。また、ブリでは、

早期に産卵するブリを養成している など産卵に向けた技術開発を行っ

ています。更に最近では、ゲノム編集という新たな技術があり、人間

に不都合なゲノムを取り除くこともできます。これらも含め 新たな技

術開発に取組んでいきたいと考えております。 私どもだけでは、開発

成果を産業に結び付けるところまで できないので皆様方と一緒に展開

していきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。  

次に、水産総合研究センターと水産大学校との統合が決定しました。

平成２８年４月１日をもちまして、 新たな研究開発法人としてスター

トすることになり 、水産研究センターは、基礎から応用までというこ

とで研究開発から実際の応用まで見越した仕事となっております。こ

れに、人材育成という新たな業務が 加わり、良い人材を育成し、皆様

方へ供給することができると考えています。細部については決まって

いないところがあり、１年余をかけてより良い研究開発 要綱になるよ

うに努力しているところであります。  

このように、新たな独法になるという中で、皆様方の地方水産試験

場との協力関係は、今まで以上に重要になってくるのでよろしくお願

いします。  

本日は、全国水産試験場全国大会に参加させてもらい、 いろいろな

議論をお聞かせいただきこれを踏まえて、我々も努力してまいります

ので、今後ともよろしくお願いします。  
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３）開催県  

あ  い  さ  つ  

岐阜県  

農政部農業技監  熊崎  政之  

岐阜県農政部で 農業技監をしています熊崎 です。本来ならば農政部

長が参りましてごあいさつ申し上げるのが本意で はございますが、 所

要があり、私から一言ごあいさつ申し上げます。  

平成２６年度全国水産試験場長会全国大会のご盛会誠におめでとう

ございます。開催県として心から歓迎申し上げます。今日は、岐阜県

にお越しいただきましたので、岐阜県の紹介というかＰＲをさせて い

ただきます。岐阜県では、昔から風土を「飛山濃水」という言葉で表

現しております。これは、岐阜県の北部の飛騨地方の山々、南部の美

濃地方の木曽三川をはじめ とし水に恵まれていることを表したもので

す。標高は、海抜三千メートルの 山々から０メートルまであり、飛騨

から美濃へ長良川 、木曽川といった清流が流れくだっております。こ

の清流の恵みということで 豊かな自然、文化、様々な農林水産業など

があります。特に、内水面県である岐阜県の水産業は、県魚であるア

ユを中心に、河川漁業、養殖業が盛んに行われております。岐阜県で

は、清流がもたらす恵みを守り、活かし、伝えるということで、県政

の柱に清流の国ぎふづくりを掲げまして、これをキーワードに様々な

施策に取組んでいるところです。その一つに、配布資料の中に、世界

農業遺産認定に向けて「清流長良川の 鮎」があると思いますが、世界

農業遺産は通称「ＧＩＡＨＳ」と言いますが、国連食糧農業機関ＦＡ

Ｏが世界に受け継がれるべき重要な 伝統的な農林水産業とそれに関連

する生物多様性、或いは農村文化、景観といった全体をシステムとし

て登録認定するものです。実は、先月に国内予選がございまして、何

とかクリアすることが できました。現在、来年５月に本番がございま

して、登録認定に向けて準備をしているところで あります。長良川の

里川としてのアユとの繋がりを長良川視線でとらえ 、これを将来に向

けて保全活用し、また世界にも発信していきたいと考えております。  

このアユを巡る状況につきましては、全国的に問題となっているカ

ワウの食害、或いは冷水病の蔓延、それから遊漁者の減少、更には消

費者の魚離れというような非常に厳しい状況にあります。しかし、県

では、世界農業遺産登録を起爆剤に、行政と研究機関が連携しながら、

健全な種苗放流 のための体制づくり、カワウ対策の全県的取組、更に
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は、漁業体験と学習施設である「 長良川あゆパーク」の整備を通じま

して、釣り人づくりに 取組んでいきます 。更には、アユの輸出も考え

ているところです。こうした状況のな か、内水面漁業振興法が６月に

制定され、その取組が推進されることを大変期待しているところです。

農林水産省及び 関係団体の皆様には、どうかご指導、ご鞭撻を力強く

いただきますようお願いします。  

次に、岐阜の観光ＰＲをさせていただきます。岐阜県の観光名所は、

世界文化遺産である白川郷、飛騨の小京都と いわれる高山、或いは日

本三名泉の下呂温泉が有名でございます 。ここ岐阜市には金華山とい

う山がございます。人口４０万人の都市の中心部に照葉樹林の森があ

るのは全国的にも非常に珍しい ことです。山頂には、斉藤道三、織田

信長の居城であっ た岐阜城がございます。この機会に足を延ばしてい

ただくか、改めてごゆっくりと 岐阜県にお越しいただけると幸いに存

します。  

最後に、本大会のご成功と、水産業と水産研究の益々のご発展、本

日ご列席の皆様のご健勝を祈念いたしまして、歓迎のことばとさせて

いただきます。本日は、誠におめでとうございます。  

 

 


